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≪授業の概要≫
ＥＣにおいては、加盟国の会社法の内容を統一を図る目的で、１９５０年代から、加盟各
国会社法の内容を調整する作業が開始された。この講義は、その作業によって得られた一
連のＥＣ会社法(ＥＣ理事会により各国宛に発せられた指令)を比較法研究の対象とし、そ
の概観を通じて、ＥＣの会社法制の特徴、構成国であるイギリスやフランスの会社法制と
日本の会社法との異同を明らかにすることを第１の目標とする。
　さらに、第２の目標として、このＥＣ会社法制と日本の会社法制との比較を通じて、わ
が国会社法制の重要課題(公開会社、とくに大会社におけるガバナンス、新株発行制度、
Ｍ＆Ａ・結合企業法制のあり方、企業公示法制等)を検討することを、考えている。
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